















　共立女子大学博物館は、約 1200 点の服飾資料を収蔵している 1。これら約






スで形づくられた模様（女性像）が 2 種類（図 2、3）確認できる。この 2 種類
の模様（女性像）について、調書では「ギリシア風」であるとされている。しか
し、古代ギリシア時代の彫刻資料（図 4、5、6）から、これらに類似する服飾的


































2020120487-共立女子-博物館紀要-02紀要-3小池.indd   31 2021/03/12   15:54:25
32 33
模様制作の際に手本として用いられた可能性があると推測できるだろう。













が大きく波打っている。その上、図 10、11 においては、図 2 と同様、胸下及び
腰に大きなたるみも確認できる。これらは、ギリシア彫刻には見られなかったが、







ローラ」を主題とする絵画資料の中から 9、図 2、3 と共通点を持つ資料の選出を
行った。その結果、図 13、14 と、「フローラ」ではないがそれに準ずる絵画資料





調査した。その結果、図 16、17、18 などが該当した。図 16 は、後ろを向いてい
ることを除けば、ドレーパリーの様子や花籠を手に持っているという点が、図 2
と共通していると言えるだろう。図 17 にはフローラと花籠の双方が描かれてい
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　このように、図 2、3 と限定的な共通項を持つ絵画資料は存在したが、ドレー
パリーやポーズなどが、図 2 および図 3 と完全に合致する絵画資料は確認するこ




　調査の結果、ドレーパリーにおいては、図 2、3 ともに、図 10、11、12 を、そ





表 1，図 2、3 におけるドレーパリーとポーズの対応表
図 2 図 3
ドレーパリー 図 10、11、12 図 10、11、12
ポーズ 図 18 不詳
　最後に、なぜ「神話」をモチーフとした意匠のドレスが、20 世紀初頭のヨーロッ
パにおいて制作されたのかについて考察する。










発掘調査開始から 4 半世紀後には、既に図 19 のような絵画が制作されている 13。
　そして、1748 年より実施されていた発掘調査に新たな手法が取り入れられた
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「手を伸ばす」という限定的な観点においては、図 22 が図 3 の類似資料として当
てはまった。図 22 が手を伸ばす先にあるのは、宝石箱である。宝石は箱から取
り出す、箱に戻すという双方向の移動が可能だが、花を摘むという行為には不可
逆性があるため、「手を伸ばす」という共通の行為のみにおいて図 22 と図 3 を結
びつけ、考察することは難しいと判断した 16。












































図 9　 『ポンペイの壁画展―2000 年の眠りから甦る古代ローマの美』横浜美術館、福岡市美術館編、1997、p.79








図 17　 ローランス デ・カール（高階秀爾監修、村上尚子訳）『ラファエル前派ヴィクトリア時代の幻視者
たち』知の再発見双書、2001、p.93
図 18　アンドレア・ローズ（谷田博幸訳）『ラファエル前派』西村書店、2009、p.121













1620 年～ 1624 年
ピーテル・パウル・ルーベンス
ウィーン美術大学絵画館蔵
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図 16　第 8 代ハミルトン公爵ダグラス
ポンぺオ・バトーニ












1 全収蔵品の 1/3 を占めている。
























12 この発掘調査は、ブルボン家のカルロ王（後のスペイン王カルロス 3 世）によって行われた。また、
1748 年に行われたこの調査のことを、以下で「一度目の調査」と記す。
13 デーヴィッド・アーウィン（鈴木杜幾子訳）『新古典主義』によると、図 19 の左上の台座に見えるのはロー
マ擬人蔵、左下で泣いている浮彫の女性はローマの属州の内のひとつを象徴するもの、そして背景に描
かれているのは、ローマの古代遺跡のなかで最も人気のあった「シビラ宮殿」であるとされている。こ















16 が古代ローマの、そして 19 世紀末に描かれた図 17、18 に見られる服飾表現が古代ギリシアの影響を
受けていることからも確認することができる。
16 図 19 の中央の女性が宝石を箱に戻しているのか、箱から宝石を取り出しているのか、という点について
は今日まで明らかにされていない。
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History and significance of yuzen dyeing hanging scroll 




Among the textiles of the Edo period, there is a group of yuzen dyed works that look like the hanging scroll of painting. The appearance was 
confirmed around Kyoho era in the first half of the 18th century when the yuzen dyeing technique was completed, and the various themes found in the 
hanging scroll of the painting are expressed using the yuzen dyeing technique. In this paper, we will use several kinds of items, including yuzen dyeing 
hanging scroll "Beauty reading letter" in the Kyoritsu Women's University Museum, as materials, and then describe the characteristics and diversity that 
are commonly found in these items. We considered the background of the birth and the subsequent development. In the process, it became clear that 
"Beauty reading letter" was produced based on a painting of the Kaigetsudo school or a similar ukiyo-e artist of hand-drawn ukiyo-e.  And it is concluded 
that this object was made in first half of 18th century because the women's clothing drawn on this object and the yuzen dyeing technique used in this 
object shows the characteristics of the first half of the 18th century. 




Kyoritsu Women's University Museum has the dress (ID 1501) made in the 1910s. This dress has two female motifs at the bottom of it. It has been 
presumed that they were related to “Greek style”. However, this statement can be different from fact because most of the ancient Greek costumes have 
different drapes from the ones the motifs have. In this paper, we will investigate what was in actuality selected for creating the motifs. 
As a result, we found the motifs are composed of more than two paintings as models. One was painted in the Roman period. In this painting, we can 
see a female that has a drape. The drape is similar to the ones the motifs have. From this point of view, we conclude the style of expression of the drape 
is influenced by the paintings in the Roman period. The other is the painting of the Baroque era. In terms of pose, this resembles the one the female on 
the dress strikes. Therefore, when the motifs on the dress were created, there is a high possibility this painting of the Baroque period was chosen as a 
model of it. 
Finally, these results show there is a similarity between these paintings in the Roman period and in the Baroque period; the subject of both are 
related to ancient mythology of Europe. In the 1910s, people in Europe could pay attention to “ancient” because of the excavation of Pompeii. For this 
reason, these paintings could be selected as models.
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